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本校・筑波大学附属小学校のICT環境

◆タブレットPC ICT教室…Windows版 40台余
学校全体…iPad 30台余

◆ICT教室
共有タブレットPC…授業中は1人1台
家庭に持ち帰ることは不可

学習支援システム…アクティブスクール（内田洋行）
プロジェクター

◆使用しているデジタル教科書

国語（光村図書）
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国語科のねらいとデジタル教科書活用

【読むこと】
◆課題の焦点化、明確化、共有化 〈テキストの拡大・切り取り〉
◆論理の見える化 〈テキストの色分け〉

〈マッピング・マトリックス・表〉
【話すこと・聞くこと】 【書くこと】
◆モデル提示 〈フィードバック・一時停止・書き込み自在〉

〈記録・再現性〉
◆表現活動（つくる・見せる・発表する）（取材・構成）
多様なコンテンツに対応可能

〈記録、加工、保存、再現が容易〉

※【情報の扱い方に関する事項】への対応
※次世代の読解テキスト（映像）等への対応
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説明文・第１教材 「言葉で遊ぼう」

説明文・第２教材 「こまを楽しむ」

３年生 説明文 （光村３上）

・「問い」と「答え」がある。
・〈はじめ・中・終わり〉だ。
・中に事例がある。

似ている 【比較】
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【見開き教材】の場合

デジタル教科書
サイドラインを引く
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【数ページにわたる教材】の場合
デジタル教科書
（サイドラインを引く）
（スクロール機能）

○ ページをめくる必要が
なく使いやすい

△ 文章全体を見渡すこと
は困難

全体構成が分かる
ことが大事なのに…

デジタル教材
（全文画面表示）
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【本文抜き出し機能】を使用して
全体構成をとらえさせる

１文目だけ読めばいい？
他の文には何が書かれ
ているのかな？

デジタル教材
（本文を抜き出す）

・全体構成の理解
・次の課題へのしかけ

○ ノートに書き抜く時間
→思考したり交流したり
する時間の確保

○ 短冊の移動が可能
→個の思考の視覚化

△ 抜き出していない文への
気付き
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考えの表出
（思考の言語化）

比較の思考

わかったつもり
→わかった（第一段階）

情報の共有
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【本文抜き出し機能】を使用して
思考（関係性・比較）を促す デジタル教材

（本文・写真資料を抜き出す）
（抜き出したものにサイドライン
を書き込む）

比較の思考
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比較の思考

デジタル教科書
＋

デジタル教材
＋

大型提示装置に転送

情報の共有化

「言葉の空中戦」
に陥らせない
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２学期 「すがたをかえる大豆」 （光村３下）

知的たくましさ
「学び方」を学ぶ

デジタル教科書
（サイドラインを引く）
（スクロール機能）

論理の視覚化

多様な読解テキスト
（写真・図・表・グラフなど）

既習と関連づける
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分類・整理の思考
デジタル教科書

＋
デジタル教材
（思考ツール）

汎用性のある思考力
の育成
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【本文抜き出し機能】で技能習得

書き直すのが面倒
（決定したものを
ノートに記す）

何で上下２段に
してるの？
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授業デザインと【デジタル教科書・紙の教科書】

まず、対象に働きかける
アクションの保障
思考の保障
主体性を促す

試行錯誤する
やり直しの保証

思考し続けることの保障
主体性の保証

考えをまとめる
考えを整理する
自分の言葉でノートに
表現する

動的思考
試行錯誤

どんどん動かす
書き込む・消す

静的思考
立ち止まって振り返る具体
→抽象化・一般化・普遍化

「わかった」つもり

「わかった」
確かな理解
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【理想像】 学習支援システム（教師側の画面）

・学習者の把握
・即時的な評価と支援
・指名計画 →学習者に
合わせた授業デザイン

など
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国語デジタル教科書の活用の効果

◆児童の思考に合わせた授業デザイン
・予測不能事態への対応
・活用力の育成
〈既習単元、下学年教材の提示〉

（学びの跡を保存したもの）
〈フィードバック、一時停止、書き込み自在〉
〈記録・再現性〉

◆試行錯誤の保証
◆個の学びの蓄積
◆グループワークの助け

→アクティブ・ラーニング （交流・見取り・支援・評価）

指導者の評価

学習者自身の自己評価
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活用のポイント
◆授業観を変える
・思考錯誤する時間の確保

→従来の授業構成や時間配分の見直し
・教師主導から学習者主体の授業へ
・教材研究の重要性

→どこまで子どもにのるか、任せる・委ねる等の判断力
◆留意点
・板書とノートの重要性
・学習者用デジタル教科書を使用する場面の選択
・「分かったつもり」に陥らせる危うさの認識

→形だけの全員参加になっていないか
→「活動していること・参加していること」と「理解したこと」とは異なる

◆その他
・「『デジタル教科書』か『紙の教科書』か」といった二者択一の議論からの脱却
・〈大型提示装置への転送〉から〈学習支援システム〉の導入へ 17


